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令和４年６月１３日 

体の動きを高める部会議記録 

目黒区立八雲小学校 

大川 裕太 

第４回体の動きを高める運動領域部会記録 
 

参加者 畠中 岡田 山本 関川 坪根 東 鈴木 古川 戸澤 濱須 土屋 高岡 藤井 大川 

 

１ 自己評価の捉え方について 

（１）第４回正副長会資料 
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２ 実証授業①指導案説明 
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３ 各グループの協議後 

Aグループ 第１・２時の運動例について、５年生の始めの段階で１４つの運動全てを扱うことが

できるのか？ここは、巧みに限定してもよいのではないか？ 

 体の柔らかさを高めるための運動や動きを持続する能力を高めるための運動について

は、運動の行い方が複雑ではないので、行い方を家庭学習で扱うこともできるのではな

いかと考えた。 

 ロードマップで、体の柔らかさを高めるための運動や体の動きを持続するための運動

についても触れるのか気になった。 

第１・２時間目の学習に行った運動や見いだした問いが、３時間目の運動がずれた場

合はどうするのか？ 

ロードマップについて、第３・４時間目に扱う運動は、ローブマップに価値付ける視点

で運動を分けた方がよい。「目的」「ポイント見付け」「かかわり」の視点で運動を選んだ

方がロードマップ作りはしやすいのではないか？ 

７・８時間目について、力強い動きを高めるための運動体の柔らかさを高めるための

運動は１時間しか触れないのか？ 

自己評価の捉え方について、自己評価の高まりが学習過程に入れられるとよい。 

本時について、支援のところの友達との相談を促す問いかけについては、言葉かけが

必要。 

運動に初めて触れる第５時の学習で、高まりの実感を得ることができるのか？第５時は、

高まりの実感よりも、運動のポイントの発見になるのではないかと考える。 

本時の教師のかかわり例のところは「何をやっているの？」ではなく「やってみてどう

だった？」ではないか？  

ジャムボードでのポイント共有は有効だと思うので、実際に使っている姿が見てみた

い。 

Bグループ 本時の中で、子供たちが共有する場面はあるのか？「目的」「行い方」「実感の仕方」に

ついて共有する必要があるのではないか？ 

 マイスタート・マイゴールという運動の特性から、子供たちがお互いを見合うという

必要感が生まれにくいのではないかと考えた。 

よい自己評価の捉えとは何か？子供自身からスタートするものであり、自分の動きを

見つめて、見通しをもって自己選択していく過程や姿なのではないか。子供の自己評価

の姿をどのように見とるか？「なぜやったの？」「なぜ、その運動の行い方がよかった

の？」などの教師の問い返しが大切。 

 自己評価する子供の姿を部会でどのように捉えていくか話し合う必要がある。 

 「やってみて楽しい」から「動きが高まって楽しい」に転換していくためには、どのよ

うなしかけが必要か考えていく必要がある。 

Cグループ 本時を巧み限定で行っていくことも一つの学習の仕方であると考えた。 

運動のポイントをどこで、どのように共有するかが気になった。ジャムボードを活用

するのか？５年生の時点でどの程度抑えるのかも気になった。 

本時に向けていくために、第１時をどのように行うか変わっていくのではないか？プ

ロモーションビデオの作成も変わってくると考えた。 
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４ 各グループの発表を受けて 

子どもたちが自己評価している姿を部会でどのように捉えていくか検討していく必要がある。 

 自己評価している姿は無数にあるが、いくつかピックアップしていくことも必要なのではなないか。 

 ジャムボードの活用は興味がある。 

 

５ 質問 

Q．第１・２時で１４の運動を全て扱うのか？ 

A．運動例は絞っていきたい。運動の要素としても、巧みに絞ることも一つの考え方だと感じている。 

 

Q．第３・４時間目の運動はどのような目的で扱う内容としたか？ 

 ロードマップで価値付けていく視点で運動を選んだ方がよいのではないか？ 

 長なわとバンブーステップは、グループで行うので同じ時間に扱うのではなく、ずらして扱った方が、

前半で扱った運動の学び方を後半に生かせるのではないかと考えた。 

例えば前半の長なわで身に付けたかかわり方（学び方）を、後半のバンブーステップに生かしていく。 

運動を扱う捉え方で、ロードマップの目的や学習課題を見いだしやすいことなどを踏まえると運動は

選べてくるのではないか。ロードマップで何を価値付けていくのかの関係で運動を選んでいくとよいの

ではないか？ 

A．意見を参考に考えていく。 

 

Q．７・８時間目の運動内容「柔らかさ」「力強さ」「持続」について？ 

A.体力の４要素は入れていく必要があると考えた。 

 

第２時の最後に「柔らかさ」と出会わせて、第３時以降は帯で活動時間を設定し、第７・８時は「力強

さ」と「持続」を扱えばそこまで無理な感じではない。実証授業の子供の様子を見て、「柔らかさ」の運

動例について検討していく。 

 

Q．「何やっているの？」という発問は「やってみてどうだった？」ではないか？ 

A．「何やっているの？」は第１時での言葉かけ。本時では「やってみてどうだった？」をきっかけにして

いきたい。 

 

Q．第３・４時で３つの運動を扱う時間の学習活動として、進め方のイメージはもった方がよい。第３・

４時と次の第５・６時の進め方を同じような流れにするのか？別にするのか？今後確かめていきたい。 

 

Q．第１・２時での内容が多い ロードマップを作成するのは難しいのではないか？ 

A.少しずつロードマップを作成していくことも考えている。 

 

５年生でロードマップの作成の仕方を学ぶ捉えでもよいのではないか？ 

現状と目的がはっきりしていれば、ロードマップは作成できる。 

 個人のロードマップと学級のロードマップを分ける必要があるのか？分けた方が分かりやすいのか？

今後、整理していく必要がある。 

 

 学習カードは、自己評価をする視点で今年度リニューアルしていきたい。 

 

 マイスタートマイゴールという視点を大切にしているうえで、ポイントの共有をどのような捉えで進
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めていくかは重要だと考える。昨年度も６年生の実践ではあったがポイントの共有は大切であった。 

 全体で何を共有するかは自己評価の視点にもなってくるので、全体の第１・２時で何を抑えるのか？

第３・４時で何を抑えるためにどの運動を扱うのか？については今後考えていかなければいけない。教

師として、ある程度どの時間までに何を抑えておかなければいけないということを意図していかなけれ

ば、子供が自己評価するという行動が多岐に渡りすぎてしまうので、子供の姿が見取りにくくなるので

はないかと考える。 

 

６ 宿題 

〇自己評価力を高めるための学習集カード 

〇単元を通した他者とのかかわり方について 

 

 

７ 次回 

  ６月２０日（月）１８時３０分～２０時００分 豊島区立池袋本町小学校  

  「実証授業①に向けて・・・授業内容 手立てについて」（専門委員会） 


